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平成 2９年度第１回秋田県総合教育会議議事録 

 

１ 日時 

平成 2９年１２月２７日（水） 

午前１０時３０分～午前１１時４０分 

 

２ 場所 

県正庁 

 

３ 出席者 

 秋田県知事 佐竹 敬久 

  秋田県教育委員会 

   教育長 米田 進 

   委 員（教育長職務代理者） 岩佐 信宏 

   委 員 伊藤 佐知子 

   委 員 大塚 和歌子 

   委 員 伊勢 昌弘 

 

４ 議事 

 （１）次期「秋田県教育、学術及び文化の振興に   

関する施策の大綱」の策定方針について 

 （２）次期「秋田県教育、学術及び文化の振興に

関する施策の大綱」について 

 

５ 配付資料 

資料１ 次期「秋田県教育、学術及び文化の振興に   

関する施策の大綱」の策定方針について 

資料２ 次期「秋田県教育、学術及び文化の振興に   

関する施策の大綱」（案）概要版 

資料３ 「第３期ふるさと秋田元気創造プラン」（素

案）P239～P278 

資料４ 「同」（素案）P175～P179、P193～

P196 

 

 

 

 

 

 開 会  

（総務部長） 

ただ今から、平成２９年度第１回秋田県総合教育会

議を開催いたします。 

はじめに、佐竹秋田県知事が御挨拶を申し上げます。 

 

 知事挨拶  

（知事） 

 おはようございます。 

まずもって皆様には、年末の大変お忙しいところ大

寒波到来という寒い中、お集まりいただきありがとう

ございます。 

 また、平素から本県教育の発展のために大変な御尽

力、御協力、御指導を賜っております。どうか感謝を

申し上げたいと存じます。 

 さて、本県を含む首都圏以外の全ての地方では、依

然として、進学、就職による東京圏への人口流出が続

いております。また、これはオールジャパンですけれ

ども、少子化の中で各分野の担い手の不足や、人口減

少による市場規模の縮小に伴った地域経済の減退など、

様々な影響が最近とみに顕在化している状況でござい

ます。 

 このような状況を踏まえまして、先月の総理主催の

全国知事会議におきましては、文教環境常任委員長と

いう立場上、学習指導の充実に向け、専科の教員や専

門スタッフの配置、また、東京一極集中の是正のため、

地方大学の振興、さらには東京２３区内における大学

定員の抑制に向けた法制化を直接総理に要請したとこ

ろでございます。その結果、来年度の予算において、

幾つかの新規の文科省の予算の位置付け、あるいは東

京２３区の大学定員の抑制については、法制化の準備

が今進められているように聞いております。 

 また、県においては現在、来年４月からの「第３期

ふるさと秋田元気創造プラン」、この策定作業を今、急

いでございます。特に、人口減少問題の克服というこ

とで、すぐに人口が増加に転ずるとかそういうことで

はございませんが、少しでも人口減少に歯止めをかけ

るため、特に県内への就職、あるいは県外の大学へ進

学した若者の県内回帰あるいは、女性の活躍の場を増
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やすという長年の課題の解決に向けて、様々な施策事

業を検討、あるいは研究しているところでございます。

重点的に推進する六つの分野に分けて、集中的に施策

事業を進めることにしてございますが、いずれにして

も、県民がこのような厳しい状況にあっても、ふるさ

とに誇りをもって元気に暮らすという、それが我々の

責務でございますので、皆さんとともに力を合わせ、

そういうふるさとを創っていきたいと思ってございま

す。 

 特にこの重点戦略の中で、ふるさとへの定着回帰と

ともに、地域を支える人材育成を、この問題について

は今、第四次産業革命、いわば、ハーバード大学ある

いは慶応大学や野村総研などから、この２０年、３０

年で無くなるであろう仕事、また新しく生まれるであ

ろう仕事、減るであろう仕事、増えるであろう仕事と

いうことで、様々に職業構成、あるいは産業構成が、

がらっと変わるような、そういう情報あるいは研究成

果が出てございます。そういう意味でこれからの新し

い時代における教育のあり方、あるいは教育の方向性、

非常に今、時代の節目で難しい課題を突きつけられて

いる状況でございます。そういう中にあって、この秋

田においても、いかにしっかり対応して、この様々な

いい人材を輩出するか、また、地域を担う、支える人

材を育成するかという大きな問題が出ております。 

今後皆様と一緒にこういう点を議論しながら、いい

方向に結び付けていきたいと思いますので、今後とひ

とつ宜しくお願いいたします。ありがとうございます。 

 

（総務部長） 

続きまして、秋田県教委員会、米田教育長から御挨

拶をお願いいたします。 

 

 教育長挨拶  

（米田教育長） 

日頃、知事をはじめ知事部局の皆様には、本県の教

育行政に関しまして深い御理解、そして御協力を賜り

まして、大変ありがとうございます。この場をお借り

しまして改めて感謝申し上げます。 

 これまで県教育委員会では、ふるさと教育と、その

視点を重視したキャリア教育を推進してまいりまして、

ふるさと秋田を支える高い志をもった子どもを育むと

ともに、基礎学力の向上においても少人数学級の導入

などによりまして、一定の成果が得られたものと考え

ております。 

 また、第３期プランにおいてはさらに、高等学校に

も少人数学級等を導入して、生徒一人一人に確かな学

力の定着と、これからの時代に求められる問題解決能

力の育成を図ってまいりたいと考えております。 

 また、国際感覚の涵養に向け異文化に対する理解を

深めつつ、使える英語を身に付けさせる教育を充実さ

せるとともに、県内の大学あるいは企業等との連携を

一層強化して、実践的な知識そして技能、また技術を

身に付けた、いわゆる産業人材の育成にも努めてまい

りたいと考えております。 

 また、不登校あるいはいじめ問題や特別な支援を要

する子ども達への対応など、教育における課題はかな

り多くまた、多岐にわたっておりますが、学校、家庭

及び地域が一丸となって、ふるさと秋田の未来を築い

ていく人づくりに邁進してまいりたいと考えておりま

す。 

 この会議は、知事と教育委員会をつなぐ大変貴重な

機会であると捉えております。本日は、本県の教育等

に関する総合的な施策を示す次期大綱について意見交

換を行い、有意義なものにしてまいりたいと考えてお

ります。 

 知事をはじめ知事部局の皆様には、このあとの一層

の御協力を賜りますようお願い申し上げまして、私か

らの挨拶といたします。どうぞ宜しくお願いいたしま

す。 

 

（総務部長） 

ありがとうございました。 

それでは、議事に入ります。会議の進行は、この会

議の運営要綱に基づきまして、知事に議長をお願いい

たします。 

 

議題（１）次期「秋田県教育、学術及び文化の振興に

関する施策の大綱」の策定方針について 
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（知事） 

それでは、暫時の間、進行をつとめさせていただき

ます。 

次第４の議題でございます。はじめに、事務局から

議題（１）次期「秋田県教育、学術及び文化の振興に

関する施策の大綱」の策定方針について、御説明願い

ます。 

 

（総務部総務課長） 

御説明いたします。 

「資料１」を御覧下さい。次期「大綱」の策定方針

についてでございます。 

はじめに、「１ 現在の「大綱」について」でありま

すが、現在の「大綱」は、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律の改正を受けまして、総合教育会議に

おいて知事と教育委員会との協議を経まして、平成２

７年度に策定したものであります。 

対象期間を平成２７年度から２９年度までといたし

まして、「第２期ふるさと秋田元気創造プラン」の教育、

学術及び文化に関する部分をベースにした上で、「あき

た未来総合戦略」の関係部分を盛り込んだ内容として

おります。 

 次に、「２ 次期「大綱」について」でありますが、

次期「大綱」は、本年度内に策定する必要がございま

す。対象期間は、現在策定中の「第３期ふるさと秋田

元気創造プラン」と同じく、平成３０年度から３３年

度までとする予定であります。 

「大綱」は、本県の教育、学術及び文化に関する総

合的な施策について、その目標や方向性を定めるもの

でありますが、「第３期プラン」自体がそうした位置づ

けにあることから、「第 3 期プラン」と「あきた未来

総合戦略」における教育等の関係部分をもって、大綱

に代えることにしたいと考えております。 

最後に、「３ 次期「大綱」の策定に向けた今後のス

ケジュールについて」でありますが、「第３期プラン」

は、今後、素案に対する県民からの意見や、２月議会

における案についての審議を経まして、平成３０年３

月下旬に完成する予定となっております。同時に次期

「大綱」も完成するものとして、知事の決裁を経た上

で成案とする予定であります。 

説明は以上でございます。 

 

（知事） 

ただいま策定方針について御説明いたしましたが、

御意見等ございますか。  

 

（教育委員会：意見なし） 

 

（知事） 

それではこの策定方針に基づきまして、大綱につい

ての策定を進めることにいたします。 

次期大綱については、現在策定中の「第３期プラン」

等の関係部分をもって代えることとし、また、今年度

末の同プランの完成をもって成案とすることにいたし

ます。 

 

議題（２）次期「秋田県教育、学術及び文化の振興に

関する施策の大綱」について 

（知事） 

続いて議題（２）次期「秋田県教育、学術及び文化

の振興に関する施策の大綱」について、教育委員会か

ら御説明願います。 

 

（教育庁総務課長） 

それでは次期「秋田県教育、学術及び文化の振興に

関する施策の大綱」（案）について御説明いたします。 

資料の２、A3 判になりますが、大綱（案）の概要

版を御覧ください。先ほど、大綱の策定方法について

御了承いただきましたとおり、この大綱（案）は、「第

３期ふるさと秋田元気創造プラン」と「あきた未来総

合戦略」の中の、教育、学術及び文化に関する部分か

ら構成されております。一番上の目指す秋田の元気づ

くり・人づくりに記載している４つの「■」は、元気

創造プランの戦略６に掲げた、目標、目指す姿であり

ます。そしてその下の、大綱の対象期間は、元気創造

プランと同じ、平成３０年度から３３年度までの４年

間としております。その下の「大綱の施策体系」であ

りますが、一番大きくスペースを割いております「第
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３期元気創造プラン」の「戦略６ ふるさとの未来を

拓く人づくり戦略」は、教育と学術に関係した部分で

あります。その隣の「戦略４ 人・もの交流拡大戦略」

は、文化振興に関係する部分であり、一番右の「あき

た総合未来戦略」からも、関係する部分を大綱に取り

込んでおります。 

最初に、戦略６についてご説明いたします。 

戦略６は７つの施策から構成されておりまして、大

きく括りますと、一番左の施策１から５までが、小・

中・高等学校までの初等・中等教育に関する施策であ

ります。そして施策６は、大学等の高等教育に関する

施策になり、施策７は、生涯学習に関する施策になり

ます。 

施策１は、写真の下に「学校と社会との接続」と記

載しておりますとおり、ふるさと教育を基盤としたキ

ャリア教育の充実や、地元企業等、社会の要請に応え

る専門教育の充実など、社会に出て自立できる能力や

態度を育てる取組となります。 

施策２は、子ども一人一人に目を配り、きめ細かな

特色ある教育等により、自分で考え、表現し、伝える

能力の育成を図るほか、特別支援教育、就学前教育・

保育の充実、将来を牽引する科学技術人材の育成に向

けた取組など、資質・能力の育成に向けた取組となり

ます。 

施策３は、英語力日本一に向けた実践的な英語教育

の推進や、学校における多様な国際教育の展開等、グ

ローバル社会・国際社会で活躍できる人材の育成に向

けた取組となります。 

施策４は、規範意識や他人への思いやりなど豊かな

心の育成や、共生社会の形成に向けたインクルーシブ

教育システムの構築、生涯にわたってたくましく生き

るための健やかな体の育成など、心と体の育成に関連

した取組となります。 

施策５は、質の高い学習の基盤となる教育環境の整

備や、学校・家庭・地域で連携して子どもを育む体制

の整備など、学校教育を支える環境の整備に関連した

取組となります。 

施策６は、県内高等教育機関それぞれの特色ある資

源を活用して、教育・研究・社会貢献活動の充実を図

るとともに、次代を担う優れた学生の確保と卒業生の

県内定着の促進を図る取組となります。 

施策７は、県民の多彩な学びの場づくりや良質な芸

術・文化の体験機会の充実など生涯学習を中心とした

取組となります。 

次に、隣に記載しておりますプランの戦略４、その

中の施策３が、文化振興に関係する部分になります。

秋田ならではの文化資源のＰＲや、文化団体の活動促

進、人材の育成のほか、本県文化の中核拠点となる文

化施設の整備等の取組になります。 

最後に、「人口減少の克服」と「秋田の創生」の実現

に向けて策定した「あきた未来総合戦略」からは、産

業人材の育成や、若年世代の県内定着の促進、子育て

に関する環境整備などの取組を大綱へ位置づけており

ます。 

大綱（案）についての説明は以上です。 

 

（知事） 

今、概略について説明がございました。内容につい

ての詳細な資料は後ろの方に記載がございます。 

皆様から御意見を伺いたいと思いますが、できれば

順序にということでお願いしたいと思います。 

初めに岩佐委員から、続いて、大塚委員、伊勢委員

の順にお願いします。 

 

（岩佐委員） 

 教育委員の岩佐でございます。 

 このプランでは、ふるさとの未来を切り拓く人づく

り戦略の中で、世界で活躍できるグローバル人材の育

成について述べられております。本日はその施策を踏

まえて、英語を学ぶのではなくて、英語で世界を学ぶ

高校や中学、例えて言えば、国際教養大学の中高一貫

校バージョンのようなものができないかという提言を

させていただきます。 

 国際バカロレアという制度がございます。国際バカ

ロレアとは世界共通の大学入試資格であり、日本でも

文部科学省が全国２００校を目標に現在進めておりま

す。 

 ちょうど２年ほど前になりますけれども、県教育委
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員の有志で、国際バカロレアの認定校である東京都立

国際高校を視察してまいりました。都立国際高校は、

国際学科のみの都立高校で、生徒の３０％が帰国子女

や外国人となっております。また、毎年１０人以上が

留学生として海外で学んでおります。この都立国際高

校の国際学科の一部に、数年前に国際バカロレアコー

スが取り入れられました。この国際バカロレアコース

は定員２５名で、新入生の英語の最低レベルは英検二

級レベルで、生徒の中にはＴＯＥＩＣで満点を出す子

どももいるそうです。この高校では冒頭で申し上げま

した「英語を学ぶのではなくて、英語で世界を学ぶ教

育」が実践されております。 

 この都立国際高校では、「日本の教育」と、教育のグ

ローバルスタンダードである国際バカロレアの融合を

図ることによって、秋田の探究型授業とは別な切り口

から、アクティブラーニングを実践しております。代

表的手法としては秋田の探究型授業と同じように、先

生と生徒、また生徒同士のディスカッションの中から

問題を解決していっております。英語で考えて、英語

でディスカッションして、英語でプレゼンテーション

します。アクティブラーニングで求められている、主

体的・対話的で深い学びの実践がここ都立国際高校で

は試されておりました。実際に授業を見せていただい

たのですけれども、例えば、エマニュエル・カントの

哲学についての生徒同士のディスカッションや、イギ

リスのジェントリ、下級貴族のいわば騎士道と日本の

サムライ、武士道とを比較して、その相違点について

ディスカッションする、そういった授業が行われてお

りました。 

 国際バカロレアの認定校とされているのは現在全国

で２０校でございます。その多くが私立高校や国立大

学附属高校で、東北では私立の仙台育英高校のみが認

定校となっております。また、大学入試のことを言え

ば、日本国内でも多くの大学がＡＯ入試などに国際バ

カロレアが採り入れられております。現在、この国際

バカロレア入試を行っているのは、東大、京大、東北

大、早稲田、慶應など、国公立大学を含めて３３の大

学でこの入試が行われており、また１２の大学で導入

の準備が進められているそうであります。ちなみに秋

田県の国際教養大学でも国際バカロレアを採り入れた

ＡＯ入試が行われております。 

 さて、秋田県では全国に誇る国際教養大学を擁して

おります。この国際教養大学の成果を秋田県内の児

童・生徒にフィードバックして、「世界で活躍できるグ

ローバル人材の育成」を推進するために、この国際バ

カロレアを採り入れた中高一貫校を提言したいと思い

ます。例えば、国際教養大学の高等部・中等部のよう

なイメージです。手法としては現存している県立の中

高一貫校、例えば、秋田南高校だとか、横手清陵学院、

大館国際情報学院を改組しても良いかもしれません。

そういうところからできるだけ多くの生徒に、国際教

養大学に進学していただいて、そこから秋田県内、ま

た、秋田をベースにして秋田から世界に向けて活躍し

ていただきたいと思っております。 

 反面、国際バカロレアの導入には、多くの問題も考

えられます。例えば、英語で「化学」や「数学」や「歴

史」、この分野を教えることのできる人材、すなわち、

グローバル教員の確保でございます。そのためには教

員養成系大学との提携も必要になるかもしれません。

これは実際に例えば、広島大学の教育学部では、国際

バカロレアの教員となるためのカリキュラムを指導の

中に採り入れているそうです。また、お金の話を申し

上げますと、国際バカロレアの基準をクリアするため

の経費は少なくはありません。国際バカロレア機構へ

の申請費であるとか、また毎年、年会費が掛かるそう

です。もちろん先生もそういった認定が必要でありま

すし、認定を維持するためには５年ごとにワークショ

ップを受ける義務などがあるそうでございます。また、

同様に５年毎にその学校にバカロレア機構の方から人

が来て、ちゃんと行っているかどうかという審査が行

われて、そのお金もバカロレア機構に納める必要があ

ります。また、認定の要件となる施設の整備も必要に

なってきます。例えば、都立の国際高校で見せてもらっ

たのですけれども、化学実験室にドラフトチェンバー

という有害物質を排気するための機械が必要となるほ

か、万一、劇薬や毒物に接触したときに使う非常用シ

ャワーや洗顔設備など、そういったものもレギュレー

ションとして必要になってきます。 
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 前述しましたけれども、全国的にみても都道府県立

高校での導入は非常に少なく、特に東北ではまだ一つ

も公立高校での採用はありません。しかし、自他共に

認める「教育の秋田県」であり、オンリーワンの存在

である国際教養大学を擁する秋田県であります。グ

ローバル教育でもトップランナーを目指して、「世界で

活躍できるグローバル人材の育成」を秋田から目指し

ていければと思っております。 

 夢を語らせていただきました。以上です。 

  

（知事） 

 ありがとうございました。 

続いて伊藤委員お願いいたします。 

 

（伊藤委員） 

 伊藤でございます。よろしくお願いいたします。 

私からは３つございます。 

 前回の総合教育会議でもお話させていただいたので

すが、今回の大綱にも多文化・多様性社会で生きて行

くための子ども達を育成するということで、お話しし

たいと思います。 

 昨今、秋田県への観光客が非常に多くなったという

ことがありまして、こういった機会をできるだけ教育

に反映していくことが肝要であると考えております。

角館高校の観光ガイドボランティアなどがその良い事

例だと考えています。私は外国人労働者の雇用が避け

られない状況になってくると考えておりますので、今

後は英語圏に留まらず、多文化を受け入れつつも自分

をしっかりと守れるシビアな多文化共生社会を生きて

いくための術を、子ども達に考えてもらいたいと考え

ています。そのために様々な機会づくりに御協力いた

だければと考えています。 

 二つ目です。私は教育現場でカウンセラーの仕事を

しておりますので、不登校・いじめなどの児童・生徒

の教育相談の機会に当たることが多いのですが、ここ

最近ですが、不登校又はいじめの被害者ばかりか加害

者の多くに発達障害を抱えている子どもさんが非常に

多く見られています。この子たちは１５人に１人と言

われておりまして、集団になじめない児童・生徒でこ

れまで以上に増加しています。このことは今まで教育

界ではタブーとされて、先生方の話題に上ることは少

なかったのですが、非常に深刻な事案も多くなってい

ますし、引きこもりなどに繋がっている事例はほとん

どそうではないかと私は考えております。この子達が

悪かったわけではなく、きちんとした教育の機会を与

えてもらえなかったというのが私の考えでありまして、

こういった集団教育で育ちにくい子ども達に、育ちの

場を提供してもらうことが必要なのではないかと考え

ております。夜間中学校とか適応指導教室は今もある

のですが、今後こういったものが増えるとも聞いてお

ります。更に特別支援教育の拡大といいますか、もう

少し重点的に力を入れてもらいたいと考えております。

このことは先程もお話ししました、秋田県の引きこも

り対策や若者の労働力の確保にも役立つことだと考え

ています。しかし、こういった子ども達に対応するに

は教職員のマンパワーが必要でありますし、研修機会

も必要であることから、これまで以上に先生方のマン

パワーの確保に当たっていただければと考えています。

これが２点目です。 

 ３つ目なのですが、秋田県における少子高齢化・人

口減少というものは、なかなか回復が難しいものと思

われております。私の生家である実家の方の中学校は

今消えようとしています。県民は皆こういったことに

不安を感じていると思います。旧市町村の中学校が無

くなると言うことは、地元住民にしてみると心の拠り

所が無くなるというようなことがあると思います。 

これは私の個人的な質問なのですけれども、やはり仕

方がないと言えば仕方がないのですけれども、ただ、

こういった状況を先を見越して競っていかなければな

らないと思いますので、１０年後、20 年後の姿につ

いて、県のリーダーである知事はどのようにお考えに

なっているのかと思いまして、是非、教育現場を含め

旧市町村の整理統合計画といいますか、そういったも

のを示していただければ、県民も先をみて動けるので

はないかと私は考えております。以上です。 

 

（知事） 

 ありがとうございました。 
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それでは大塚委員、お願いします。 

 

（大塚委員） 

 教育委員の大塚です。どうぞよろしくお願いします。 

秋田県は全国学力・学習状況調査では調査以来、全

国のトップレベルを維持しています。それもたまたま

競り勝ったようなポイントではなく、数年にわたり、

かなり高いポイントを維持しています。６月に東北地

区の教育委員の集まりがあったのですが、各県の教育

委員様から、なぜ秋田はずっとトップなのかといろい

ろ質問をされました。少人数学級は、どこの県でもやっ

ているよ、やっているのだけれども、でも秋田だよね、

秋田には何かある、と言われました。子ども達に関す

るいろいろな良い環境があるのだと思われますが、ま

ず、いい先生方がいるのだな、とも言われました。私

は教育委員としてすごくうれしい思いがしました。こ

のまま継続して秋田の力というものを発揮していただ

くことは素晴らしいことだと思います。このことが結

果として、質のよい暮らしとか、いい人生を送ること

とか、いい子が育つ秋田というように繋がっていくの

ではないかと思います。 

 話が変わりますが、１９６０年代より高度経済成長

を遂げた我が国において、特に今年は国内総生産、Ｇ

ＤＰの伸びが過去最高というニュースが昨日も出てお

りました。その上昇はすごく良いことなのですけれど

も、国民の幸福感というものは決して相関していなく

て、ストレスを抱えて鬱病を発症する人が増えている

と言われています。国内総生産が上位でなくても、国

民一人ひとりの幸せ度が（今は上位でないですけれど

も）、ブータンはよく知られていると思います。国民の

幸福度が高い国というのはどんな国なのかなとみてみ

たところ、秋田もそうなるのではないかなと思ったこ

とがあります。２０１３年くらいの世界で一番幸せな

国はデンマークで、3 位、４位、５位も全部北欧で、

その共通の理由には、インフラがちゃんと整っている

ことが一つ、教育に力を入れていることが一つ、そし

て国民一人ひとりが安心して暮らしているということ

だそうです。でも、消費税は２０％で高い、でも生活

のモノは安いというのが上位の共通点だそうです。ち

なみに去年の日本はなんと５３位、今年は５１位。私

はモノが豊かだし、他に比べて豊かで幸せな日本だと

勝手に思い込んでいたのですけれども、世界では５３

位。ＧＤＰで３位と言われている日本がそうなのかと、

よく分からないと思いました。逆手にとればそれはま

だまだジャンプできるぞという余白があるし、もっと

幸せ度は上がると思いました。 

 医学界では、ポジティブな心理学というか、鬱とか

そういうのに対しての心理学だけではなくて、日常普

通に生活している人の心の持ち方・あり方で幸せをコ

ントロールできるのだというような学会があります。

２１世紀の最大の発見は「笑い」だとも、言われてお

ります。 

 そこでインフラがきちんと整っていて、教育に力を

入れていて、安心して暮らしていける、ということを

重点にしたら、日本の北欧みたいに住んだら幸せにな

る県みたいな、子育てもいい、そして教育もしっかり

していていい子が育つというか、「んだんだおらほの秋

田はいいところ、け！」というような感じになったら

いいと思います。そこで秋田の将来のための施策をみ

ると、すばらしい内容であり、このことが実際に実行

して行われることで、ますます秋田の子ども達はいい

方向にいくものと確信します。そのためには秋田の教

育の環境整備、教育のもたらす無限の可能性とか創造

性を追い求める気持ちというものを大事にして、それ

を実際に実行・実践することが大事なのではないかと

思います。秋田の学力１位のシステムはもう構築され

ているので、こぞってまねしているのではないかと思

います。そう遠くない未来に他県も成果を上げてくる

のではないかと思います。勝ち負けの問題ではないと

思いますが、最後はまさに人、教育、いろいろな教育

関係の教える立場の人なのではないかと思います。商

売の話ではないですが、近江商人の三方良しという言

葉がありますが、売り手良し、買い手良し、世間良し

というものです。教育も、子ども、先生、地域（親）

もよしという精神でなければいかないのではないかと

思います。そうなると先生方の働き方も社会の問題に

なっています。不祥事とかメンタルとかの問題もあり

ます。多忙な先生達の心と環境を良くしなければなら
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ない、三方良しの一つが欠けたらうまくいかないとい

う感じがしています。 

 今年の春に退職されたある先生に、退職して本当に

思ったことは何ですか、と聞いたら、一番大切なこと

はとにかく一生懸命子どもに向き合うこと、それは当

たり前のこと、でも、教えなきゃ、教えなきゃ、これ

をやらなきゃ、あれをやらなきゃとがむしゃらだった、

少しでも時間があったら子どもと遊んでやれば良かっ

た、とお話しされた先生がいらっしゃいます。その、

少しでも時間があったらというのが、もしかしたら現

場は忙しくてちょっと足りないのか、今どうなってい

るのかという事がちょっと気がかりです。 

 水は方円の器に従うといいますけれども、親として

は素晴らしい先生方に自分の子ども達を触れさせたい

とすごく思います。教職員の方だけでなく社会の多忙

化とか働き方ということは、今、全国のどの会社でも

起きていることですけれども、どこの県よりも考えて

いる秋田県というようになれば、いい人材が集まって

きて、秋田で働くとみんながいい方向に向かっていけ

るのではないかと個人的には思います。個人のレベル

ではなくてチームで立ち向かう時代ではないかなと、

そしてやはり、学力 1位のシステムそれだけではない

と思いますけれども、何より人を大事にする秋田県で

あればいいと思います。 

 私の本業は歯科医師なのですが、歯があって、よく

食べて、お口の中が健康な人は、元気で長生きです。

ついでに、お口の健康な人は歯以外の体の部分に係る

医療費もトータルで少なくなるということがもう既に

分かっています。歯の良い方は元気で長生きというの

はもう定説で、きちんと食べれることは幸せの第一歩

だし、きちんと食べて勉強して、成長する。お口は「命

の入口、心の出口」と言われています。教育もお口も

どちらも人の幸せに繋がっているとても大事なところ

だという点では共通点があるのだと思います。 

 秋田の財産である子ども達の育成のために、教育と

教育を取り巻くものとかことに対して、いろいろと心

をかけていっていただければありがたいなと思います。

教育に力を入れている秋田県は、日本の北欧というか、

日本で一番幸せな県になれるのではないかと思います。 

 長くなりましたが、以上です。 

  

（知事） 

 ありがとうございました。伊勢委員、お願いします。 

 

（伊勢委員） 

教育委員の伊勢です。 

私は２つのことについて申し上げたいと思います。 

まず、戦略６においての高校生の県内就職率、県内

大学への進学率アップを数値目標として掲げておりま

す。少子高齢化が進む中で、これが最重要な課題であ

ることは間違いないと思います。ただ私が今までに秋

田を元気にするというこの創造プランのことを考えれ

ば、みんなが秋田に留まるということだけではなくて、

県外あるいは世界中で秋田出身者が活躍するというこ

とも、私は秋田を元気にするということに繋がるので

はないかと思います。例えば、ビルゲイツのような起

業家が出て世界で活躍する、あるいは秋田出身のサッ

カー選手がヨーロッパのリーグで活躍するとか、やは

り世界中で活躍している人が、この人秋田の出身だよ

ね、ということが、秋田を元気にするということもあ

るのではないかと思います。秋田の教育においては、

教育は全国のトップレベルですよ、というのはよく言

われることなのですが、じゃあ一般の人がどれだけそ

れを凄いなと思っているのかといえば、私は秋田で

思っているほどではないのかなと。逆に例えば、佐々

木希さんのような人が、あの人秋田出身なんだよ、と

かそっちの方が世間で評価されるといいますか、秋

田って凄いなと思われているような側面があるのかな

と。ですから、秋田の人が地元に残るということも大

変大事な視点ではないかと思いますけど、秋田出身の

有力な企業家が経済界で活躍するとか、あるいはス

ポーツ界、あるいは芸能の世界とか歌の世界でもいい

ですけれども、秋田出身の人がどんどん活躍すること

によって、秋田というところは凄い人が出るところだ

なと、秋田に住んでみたいなと思われることも大事な

のかなと。秋田の教育というものは全国のトップレベ

ルであることは間違いないし、平均して優秀であると

いうことは、これは誰も否定するところのないものだ
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と思います。ただ、私が思うにまだまだ、いろいろな

世界・各界においてずば抜けた人材ということでみる

と、まだちょっと少ないのかなと。私は秋田を元気に

するという意味からすると、世界の人が驚くようなず

ば抜けた人材をたくさん秋田から出すようにすると。

そういうことも視点に入れて夢のある話を進めていた

だきたいと思います。それがまず 1点目。 

それから２点目は特別支援教育についてであります。

戦略６でも特別支援教育について各学校と特別支援学

校あるいは学級で行われている交流及び共同学習を積

極的に推進することとしております。これは重要なこ

とだと思いますので、これをどんどん進めていただき

たいと思います。現状においては、まだまだ障害のあ

る方への理解や協調というものが不足しているのでは

ないかと思っています。私は弁護士という仕事をして

おりまして、本来人権ということに関しては敏感でな

ければならないのですが、普段の生活の中で障害のあ

る方の考えだとか、そういうことを考える機会がなか

なか少ないのかなと。毎日の生活の中ではほとんど頭

の中に入っていないとか、そういう方のことを考えな

いで過ごしていることが多いのかなと。例えば、自分

が小学校・中学校時代のことを思い返しても、そうい

う方々のことをどれだけ思いやっていたのか、考えて

いたのかということを反省すると、あまり大きなこと

は言えないなとは思うのですけれども、この戦略の方

針にあるようにそういう障害のある方々への理解を進

めていくように施策を邁進していただきたいと思いま

す。以上です。 

 

（知事） 

 ありがとうございました。ここで私と教育長からコ

メントをいたします。全部ではございませんけれども、

少しは私の得た情報、あるいは個人的な意見を踏まえ

て、少しお話をしたいと思います。 

 まずはＡＩＵの関係ですが、もともと独法では附属

の高校あるいは中学校は持てなかったのですけれども、

法律改正で持つことができるようになったと。そうい

う中で特に正式な議論になってございませんが、将来

的にＡＩＵに県内の子どもをたくさん入れるというの

も一つですけれども、逆に言えば、小さい時分から県

外からこれを目指して、例えば附属中学、附属高校あ

るいは中学校から、親御さんも含めて移住のような形

もありますので、この附属高校あるいは附属中学を作

れないかという、そういう議論は、詳しいことになっ

ていませんけれども、秋田市を中心にそういう御議論

もあがりつつあります。私共もＡＩＵの今後の体制を

考えますと、あの種の大学はどんどん出ていますので、

どういう特殊付けをするか、確かに今のところは非常

に成績がいい訳ですけれども、東京を中心に一般大学

がどんどんああいう体系に作っていますので、これか

ら子どもが少なくなるときに、どういう競争力を付け

るのかあるいは特色を付ける、そういう中でこの話が

特に最近出ているというのは確かであります。いずれ、

今後、今の大学の学長の考え方、あるいはそういう場

合にどの学校を対象にするのかという話が出てくると

いうことです。まだ煮詰まった話ではございませんけ

れども、そういう話が出ているということは御報告申

し上げます。 

 あと伊藤さんから質問のあった旧町村単位の小中学

校の統合ですが、これは市町村毎に行っています。私

も秋田市長時代に携わりましたが、非常に微妙な話な

ものですから、市町村の方でそう簡単にオフィシャル

なものにしにくいところがございます。人口減少の中

で一定数の統廃合を行うということは避けられない訳

けですが、ただ、単なる数合わせで全校を畳んでしま

うということも問題であります。ですから、そのあた

りは交通体系の問題で、今まで遠いところが非常に近

くなったという事例も私が秋田市長の時にありました。

山を隔てて２つ学校があったのですが、道路が通った

らすぐになったのです。エリアが少し大きくなって、

どちらが統合しても不便はないという状況になったの

ですが、おもしろいのは卒業生は統廃合に否定的で、

これから入れる人は人数が多いとクラブ活動ができる

ので賛成という。ですから、私が市長のときに真っ二

つの状況になりまして、卒業生は反対、これから入れ

る保護者は賛成なのです。その辺は非常に微妙な話で

ございますが、これはやはり市町村の自主性と地域の

歴史的経緯、こういうものを踏まえて、かなり市町村
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も慎重になっているのは確かでございます。 

 また、異文化の共生、これはまさしく今、インバウ

ンドで、非常に人が増えております。東南アジアや中

国、あるいは今のイスラム圏の風習などは、様々な面

で違いますので、違いを認め合う中でどのような調和

のとれた交流を進めるのか、これが今、特に地方では

課題になっております。私達はどうしても自分達の価

値観に囚われがちです。私はいつも言うのですが、日

本というのは、自分たちが進んでいるという間違った

概念を持っています。何を持って進んでいるかという

と、物質的に進んでいることをもって全部が進んでい

るということですが、実際には全部が進んでいるとい

うことはございません。物質的あるいは経済的に豊か

でなくても非常に過ごしやすいというところもござい

ますので、そのあたりの錯覚を解消して、これをどう

承知しながらやっていくかが大切ではないかと思いま

す。 

 また、大塚先生の仰った、いろいろな豊かさの尺度

で日本は５１位ということですが。海外に行くと、な

んとなくこのことが感じられます。私いつも思うので

すが、アメリカは生産性がいいところで、まず残業が

ないでしょう、製造現場は特に５時退社、４時半で終

わるのですね、それでちゃんともってるんです。なぜ

日本はそうできないのか、多くの違いはヨーロッパ、

アメリカ、特に先進国、特に北欧では全部個人責任な

のですね。ですから、日本で役場に行って戸籍をもら

うと、住民票は、担当者から課長までハンコをついて

きますけれども、あちらの方では一人で出しますね。

例えば都市計画でドイツに行ったときは、都市計画の

認可はたった一人なのですね、その人が良ければいい

のです、その代わり何かあれば大変な責任なのです。

ですからものすごくスピーディーで、その代わりゆっ

くり仕事が行われています。合議制ではありませんの

で、ある意味でゆっくり、正確にという、時間の余裕

ですね。ですから自分の時間をいかに持てるかという

ことが、ある意味で豊かさの尺度であって、例えば、

フランスでは夏休みが一般のサラリーマンだと２週間

とか１カ月とか、場合によっては土日に商店が効率的

に閉店するとか、そういう文化的な日本人目線の良い

ところと、逆に日本の共同社会でものを決めるという、

そういうところもあるのかなということも考えます。 

 また個人の力、いろいろな面で秋田の場合、比較的

先生方のチームワークがよく、地域のコミュニティが

しっかりしていますので、そうしたところは、いろい

ろな面で事故もないし、事件もないという、そういう

ところは秋田で誇っていいところだと思います。いず

れ、先生方も大変頑張っていますので、そういうとこ

ろもあると思うのです。ただ、成績だけをとって比べ

るのではなく、成績だけでいくと成績のいい奴が社長

になるかというとそうでもないです。私の友人でだい

たい成績の悪い奴が社長になって儲けているのです。

これがおもしろいですね。 

 あと伊勢先生のお話ですが、秋田にしてもできるだ

け人材を留めるという一方で、私も自分のことを考え

ると、秋田に来るときに仕事がないのですね。仕事が

ないというのは、自分がやっている専門の仕事がやは

り秋田は少ないのです。宇宙工学を秋田でやろうと

言ってもないですから。原子物理学もないですよね。

いろいろな学問の種類で、例えば私は、理工系工学部

で、今から４０数年前、５０年前ですか、大学に百数

十項目くらい学科があります。この中で秋田の企業か

ら言えば、せいぜい４分の１から５分の１、残りはな

いのですね。ですから専門で、特に理工系の専門とい

うことになると、なかなか難しいというのは確かです。

ただ、一方でそういうものが増えつつあるということ

は確かです。ですから増えつつあるそこに人材を引き

連れてくるということですけれども、やはりいろいろ

な分野、その学問以外の分野も含めて、秋田の出身の

方が、例えば今、新日鉄の進藤さんとか、例えばトヨ

タの嵯峨さんとか、日本のトップの方がたくさんいま

すので、そういう方々が逆に言えば、秋田の応援団と

していろいろな面で外から応援をして、そのおかげで、

いろいろな産業振興あるいは、いろいろな面で秋田に

プラスになったというか、ものすごいプラスになった

ことはございます。ですから世界に羽ばたく、あるい

は日本全国で羽ばたくようなそういう人は、それはそ

れで自由にやっていただくというか、あまりがちがち

にするのではなく、そのような取り込みも少しは考え
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なければならないかなと、そのように思います。いず

れ、現場の方もございますので、いろいろな意見で、

特に中高一貫校についてそういうお話があったという

ことは今後、大学側に伝えますし、これからのＡＩＵ

を考える場合に大きなテーマになることだと思います。

ということで、続いて教育長からお願いします。 

 

（米田教育長） 

 今いろいろお話を伺っていて、その中の一つに外か

ら秋田を応援する、あるいは外から秋田を見てくれる

という存在が大事であるという意見がありました。私

の高校の教え子の生徒の一人で、今はハワイのすばる

天文台で仕事をしている人がおります。女性なのです

が、彼女は時々秋田に来るのですが、私のところにも

よく来て、工業高校にいって生徒に話をしたいとよく

言うのです。なぜかというと、天文台で立派な望遠鏡

を作るのにいろんな部品、いろんな分野のものが必要

であると。工業高校であなたたちが勉強して作るもの

が、そういうところにも使われているんだよ、という

ことを言いたいと。ということで連絡をくれるのです。

専門高校の子ども達が今やっていること、あるいは、

今学んで技術的なものを身に付けていることがいろい

ろな所に応用されて使われているのだよと、もっと

もっと誇りを持って勉強して下さい、というメッセー

ジを伝えたいというのが理由だと彼女から聞くのです

が、そういうところも子ども達に日常的に伝えていく

ということもあるのではないかなという感想を持ちま

した。 

 まず最初に大綱案、このプランと重なる訳ですが、

様々な施策を盛り込んでおります。まずはこの施策の

目標の達成に向けて教育委員会事務局で全力で取り組

むわけですが、同時に各学校、小学校、中学校、高校、

特別支援学校においても、関係部分の施策をしっかり

視野に入れて日々の学習活動を充実させるということ

も大事であると考えておりますので、その辺うまく両

方が機能するように持っていきたいと思います。いず

れ将来を担う子ども達が学校あるいは地域社会で学ぶ

ことが、これからの秋田をそれぞれの立場から支える

大きな底力になるように頑張っていきたいと思います。 

 時間があまりないので、夢をいろいろ語っている場

で一方で課題を抱えていることも確かであります。先

程も出ましたが、働き方に関して大きな課題になって

おりますが、７月から教員の負担軽減の議論が国でも

始まりまして、１２月に国から中間まとめが出ており

ます。昨日、学校現場の長時間労働の解消のための緊

急対策というのが、林文部科学大臣により公表された

ということで、その辺我々としても、いろいろな角度

から検討してなんとか先生方の負担軽減に関しても、

教育委員会の中でも教育委員の方々と話し合いをして

いきたいと思っております。 

 それからいじめの問題、なかなか無くなりませんが、

基本的には初期の対応が大事であるということ、そう

いう認識を持っているのですが、小さな芽のうちに摘

んで大きなことにならないように、これも我々自身が

取り組んでいかなくてはならないかと。 

 それから皆様に大変御迷惑をかけておりますが、教

職員自身の不祥事も非常に目立っております。そうい

う意味で管理職の日頃の指導が非常に大きいというこ

とはもちろんなのですが、基本的に一人一人がしっか

り自覚して日々の行動をするようにしていく必要があ

りますと、委員会においても委員の皆様といつか機会

をみて協議を行って、なんとか防止に向けて精一杯努

めてまいりたいと考えております。 

それから議会でも質問が出ました教職員の年齢構成

の問題、小・中・高・特別支援それぞれ、ずれはあり

ますけれども、これも少しでも解決できるように持っ

ていきたいと。そういうことで、いろいろな課題を抱

えながら、基本的に子ども達の将来のために、一生懸

命頑張っていくというスタンスで行きたいと思ってお

ります。 

一つだけ、新しい教育課程が、小・中学校、それか

ら幼稚園に関して教育要領が告示されておりまして、

高等学校に関しましては今年度末、つまり３月末まで

に告示される予定であります。特に高等学校教育の場

合は、高大接続の方の関係で大学入試の改革の方、そ

れから小・中学校の方の様々な改革の中で両方からい

ろいろな変化がみられて、高等学校教育がどうあるべ

きか、ということが本格的に本気になって問われてい
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るような感じがします。そういう中で高等学校におい

て、教育課程全体でいわゆる主体的・対話的で深い学

びが柱になっている中で、高等学校でそういう学びを

いかに導入していくかというようなこと、これが大き

な課題であるし、本格的に取り組んでいかなければな

らない問題であると思っております。そういう意味で、

このあと、教育の場合、これでいいというようなこと

はないのですけれども、少しでも改善に向かっていく

ように、そして充実していくように一生懸命頑張って

まいりたいと思います。いろいろまた御指導等賜りた

いと思いますので、どうかまた宜しくお願いいたしま

す。以上でございます。 

 

（知事） 

 それではこのあと、１月に入れば県民からのパブリ

ックコメント、また２月は県議会の中で教育公安委員

会の中で議論ということで、今日皆さんからいただい

た御意見あるいは御提言については、またその過程で

検討しながら必要により本文の方にどのような表現を

するのかということも出るものと思います。今日はあ

りがとうございました。 

 一つだけ。今、教育長からもお話があったのですけ

れども、先生方の不祥事では、単なる事務処理のミス

だとかそういう問題ではなくて、刑事事件の類いのも

のが非常に多いと感じています。職員の人数も確かに

先生方は多いですけれども、破廉恥罪、あるいは完全

な犯罪、そういうのが多くなっています。他県に比べ

て多いのかどうか分かりませんけれども、片一方で子

どもの成績が非常にいいという中で、そういう事件も

マスコミを賑わすということは、必ずしも、これは必

ず先生だから聖職だとそういう意味ではございません

が、一般人として普通あり得ないような事件が多いも

のですから、私自身、教育委員会のことではあります

が、心を痛めているところでございます。そういうこ

とで、いずれ機会をみてどういうところに原因がある

のか、あるいは学校独特のものか、毎回綱紀粛正とい

うことでやっていますけれども、そういう根本のとこ

ろについて少し意見交換することも必要なのではない

かと思います。そういうことで、このことについて付

け加えて、いずれそういう機会を持っていただければ

とお願い申し上げたいと存じます。 

ということで、今日の議題は全部終了いたしました。

大変ありがとうございました。  

 

 閉 会  

（総務部長） 

それでは、皆様大変お疲れさまでございました。こ

れで秋田県総合教育会議を閉会いたします。 


